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エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ゴ
ス
マ
ン
の
生
き
方
と
思
想

│
│
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
―
ジ
│
│

岡
野　

治
子

　

二
〇
一
九
年
五
月
一
日
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ゴ
ス
マ
ン
さ（

１
）ん

が
波
乱
に
富
ん
だ
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。
九
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
筆

者
に
と
っ
て
、
彼
女
は
ド
イ
ツ
語
の
先
生
で
あ
り
、
の
ち
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
師
、
同
時
に
宗
教
・
異
文
化
間
対
話
の
理
想
的

対
話
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
学
術
的
つ
な
が
り
を
超
え
て
、
彼
女
の
存
在
、
生
き
方
そ
の
も
の
が
、
筆
者
に
は
至

上
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
筆
者
に
だ
け
該
当
す
る
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
国
籍
を
超
え
た
多
く
の
関
係
者
、
ご

同
僚
方
を
は
じ
め
、
神
学
の
仲
間
、
お
弟
子
た
ち
、
種
々
の
男
女
の
交
友
た
ち
の
言
動
の
端
々
に
ゴ
ス
マ
ン
に
対
す
る
深
い
敬
愛
の

念
が
看
取
で
き
る
か
ら
だ
。

　

次
女
の
ヒ
ラ
リ
ア
・
ゴ
ス
マ
ン
か
ら
訃
報
を
受
け
た
瞬
間
、
筆
者
の
な
か
で
走
馬
灯
が
回
り
始
め
た
。
学
生
時
代
の
ド
イ
ツ
語
の

授
業
、
い
く
ば
く
か
の
時
を
経
て
偶
然
の
再
会
、
そ
の
後
ご
一
緒
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
事
典
の
編
集
・
翻
訳
、
東
西
の
思
想
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
宰
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
女
性
研
究
者
の
懇
親
を
兼
ね
た
研
究
会
な
ど
な
ど
、
多
く
の
時
間
を
共
に
し
た
思

い
出
の
数
々
が
、
点
滅
し
続
け
て
い
る
。
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ヒ
ラ
リ
ア
か
ら
の
訃
報
通
知
に
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
隣
接
す
る
聖
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
教
会
で
の
葬
儀
ミ
サ
（
五
月
十
八
日
）
の

案
内
に
添
え
て
、
ド
イ
ツ
の
女
性
作
家
マ
ル
ヴ
ィ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
マ
イ
ゼ
ン
ブ
ー
ク
（
一
八
一
六
―
一
九
〇
三
）
の
言
葉
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
「
人
生
と
は
す
べ
て
が
徐
々
に
記
憶
と
な
っ
て
い
く
も
の
だ
。
た
く
さ
ん
の
愛
し
い
映
像
に
彩
ら
れ
た
、
ひ
と
の
内
的
世
界

を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
に
不
思
議
な
も
の
だ
。
そ
の
描
か
れ
る
図
像
は
、
そ
こ
で
は
不
滅
に
思
え
る
。
地
上
で
の
存
在
は

消
滅
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
実
に
星
の
光
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
天
体
自
体
が
と
っ
く
に
破
壊
さ
れ
た
と
し
て
も
、

星
の
光
は
我
々
に
届
く
の
で
あ
る（

２
）」。

　

こ
の
言
葉
は
、
い
か
に
も
ゴ
ス
マ
ン
の
生
き
方
に
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
言
葉
こ
そ
、
ゴ
ス
マ
ン
の
存
在
全
体
を
言
い
当
て
て
い
る
。

彼
女
の
多
く
の
研
究
書
や
論
文
、
特
に
自
叙
伝
で
あ
る
『
女
に
生
ま
れ
た
の
が
間
違
い
』（G

eburtsfehler

：w
eiblich, IU

D
IC
IU
M
-

Verlag 200 3

）
は
、
こ
の
意
味
で
私
た
ち
に
届
い
た
星
の
光
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
ゴ
ス
マ
ン
の
恩
師
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
神
学
部

Ｍ
・
シ
ュ
マ
ウ
ス
教
授
が
、
ゴ
ス
マ
ン
に
対
し
呟
い
た
言
葉
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
自
叙
伝
の
タ
イ
ト
ル
に
選
ん
だ
の
は
、
自
ら

の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
生
涯
の
象
徴
的
表
現
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
時
代
は
女
性
神
学
者
の
活
躍
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か

し
女
性
だ
か
ら
こ
そ
神
学
に
こ
だ
わ
る
必
然
を
感
じ
、
生
活
の
新
天
地
を
開
拓
し
、
異
文
化
間
対
話
の
先
駆
者
と
な
っ
た
ゴ
ス
マ
ン
。

彼
女
の
自
叙
伝
の
魅
力
は
、
失
意
の
経
験
を
叙
述
し
て
も
、
時
代
の
性
差
別
や
偏
見
へ
の
恨
み
や
批
判
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
と
文
献
資
料
を
駆
使
し
、
彼
女
の
生
き
た
時
代
と
神
学
・
哲
学
と
い
う
〈
男
性
専
科
〉
の
世
界
を
炙
り
出
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
由
来
の
〈
女
（
雌
）
は
男
（
雄
）
の
出
来
損
な
い
〉
と
い
う
生
物
学
的
人
間
観
、
こ
れ
は
西
洋
思

想
の
深
奥
に
沈
潜
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る
が
、
こ
の
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
人
間
像
を
照
射
し
な
お
し
た
点
で
、
ゴ
ス
マ
ン
の
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面
目
躍
如
と
言
え
る
。
人
へ
の
温
か
い
関
心
、
そ
し
て
絶
望
を
希
望
に
転
換
す
る
彼
女
の
す
ぐ
れ
た
心
性
は
、
多
く
の
（
男
女
の
）

後
進
へ
の
優
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
名
誉
教
授
の
ラ
ス
ケ
司
祭
に
よ
る
葬
儀
ミ
サ
（
二
〇
一
九
年
六
月
七
日
）
は
、
ゴ
ス
マ
ン
へ
の
敬
愛
と
感

謝
に
満
ち
た
追
悼
で
あ
っ
た
。
聖
職
者
に
よ
る
温
か
な
追
悼
文
を
少
し
紹
介
し
よ
う
。

　
「
思
い
出
す
こ
と
、
そ
れ
は
彼
女
が
い
つ
も
、
明
朗
で
、
強
い
印
象
を
与
え
、
感
受
性
に
富
み
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
も

ち
、
会
う
人
み
ん
な
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
大
学
教
授
職
へ
の
彼
女
の
多
く
の
応
募
と
同
じ
数
の
却
下
に
対
し
て
、
軽
ん
じ
ら

れ
、
無
視
さ
れ
、
多
く
の
痛
み
の
経
験
を
持
っ
た
こ
と
を
隠
し
も
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
自
序
伝
に
、
包
ま
ず
語
り
、
記
録
し

た
が
、
自
己
憐
憫
や
ひ
ね
く
れ
の
感
情
を
表
す
こ
と
な
く
、『
女
に
生
ま
れ
た
の
が
間
違
い
』
と
、
師
で
あ
る
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

シ
ュ
マ
ウ
ス
教
授
の
言
葉
を
引
用
し
、
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る（

３
）」。

　

続
い
て
ラ
ス
ケ
司
祭
は
、
ゴ
ス
マ
ン
が
、
埋
も
れ
て
い
た
女
性
の
伝
統
を
発
見
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
才
能
を
開
花
さ
せ
、
多
様

な
活
動
・
思
想
を
紡
い
だ
女
性
た
ち
の
存
在
を
教
会
史
に
お
い
て
発
見
し
、
そ
の
こ
と
で
教
会
で
の
女
性
の
力
と
位
置
を
可
視
化
し

た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
こ
の
ゴ
ス
マ
ン
の
認
識
と
視
点
に
よ
り
、
彼
が
自
ら
の
神
学
、
神
理
解
、
ひ
い
て
は
教
会
共
同
体
へ
の
認
識

に
新
た
な
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
告
白
し
て
い
る
。
現
在
で
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
表
明
す
る
聖
職

者
が
少
な
く
な
い
だ
け
に
、
彼
の
言
葉
は
傾
聴
に
値
す
る
。
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1　

祖
国
ド
イ
ツ
で
の
失
意
と
栄
誉
そ
し
て
日
本
で
築
い
た
生
活
と
学
問
の
基
盤

　

病
を
得
て
軸
足
を
ド
イ
ツ
に
移
し
た
の
が
二
〇
〇
八
年
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
の
ゴ
ス
マ
ン
は
、
ど
の
よ
う
に
日
本
と
出
会
い
、
そ

の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
る
日
本
滞
在
は
、
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
日
本
に
骨
を
埋
め
た
い
！
」
と
は
、
ゴ
ス
マ
ン
の
口
癖
の
よ
う
に
感
じ
た
。
ド
イ
ツ
は
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
生
ま
れ
の
ゴ
ス
マ

ン
が
、
ど
う
し
て
そ
の
半
生
を
日
本
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？
そ
の
経
緯
を
、
彼
女
の
前
述
の
自
叙
伝
『
女
に
生
ま
れ
た
の

が
間
違
い
』
を
も
と
に
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

に
満
た
な
い
長
女
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
・
デ
ボ
ラ(

ひ
で
こ
ち
ゃ
ん)

を
連
れ
て
、
ゴ
ス
マ
ン
夫
妻
が
初
め
て
来
日
し
た
の
は
、
彼
女

の
学
位
取
得
（
神
学
博
士
）
直
後
の
一
九
五
五
年
。
上
智
大
学
ゆ
か
り
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
仲
介
で
、
日
本
と
の
縁
が
結
ば
れ
た
。

彼
女
が
東
京
に
居
を
構
え
て
、
ま
ず
い
ぶ
か
し
く
思
っ
た
の
は
、
五
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
の
都
市
の
光
景
に
比
べ
、
す
さ
ま
じ
か
っ
た

筈
の
東
京
大
空
襲
の
傷
跡
が
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
戦
前
の
建
物
が
、
木
造
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
再

建
と
復
興
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
納
得
で
き
た
…
等
々
、
新
鮮
な
観
察
眼
で
、
五
〇
年
代
の
異
文
化
体
験
を
叙
述

し
て
い
る
。

　

上
智
大
学
や
聖
心
女
子
大
学
で
、
ド
イ
ツ
語
お
よ
び
西
洋
哲
学
の
講
師
を
務
め
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
の
大
学
教
授
資
格
（H

abilita-

tion

）
取
得
の
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
に
一
時
ド
イ
ツ
へ
帰
国
。
一
九
六
二
年
、
教
授
資
格
請
求
論
文
を
書
き
上
げ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
神
学
部
シ
ュ
マ
ウ
ス
教
授
に
提
出
。
教
授
の
誠
意
あ
る
計
ら
い
に
も
拘
ら
ず
、
当
時
の
神
学
部
教
授
資
格
が
、「
聖
職
者
に
限
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定
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
論
文
の
受
取
そ
の
も
の
が
拒
否
さ
れ
る
。
聖
職
者
の
み
が
神
学
教
授
の
資
格
を
有
す

る
と
い
う
、
当
時
の
ド
イ
ツ
神
学
部
の
規
定
は
、
換
言
す
れ
ば
女
性
は
、
そ
の
性
ゆ
え
に
、
教
授
職
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。〈
秀
逸
〉
と
い
う
シ
ュ
マ
ウ
ス
教
授
の
折
り
紙
付
き
の
こ
の
論
文
は
、
な
ん
と
十
四
年
後
の
一
九
七
七
年
に
な
っ
て
、

神
学
部
で
は
な
く
、
哲
学
部
教
授
資
格
取
得
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ゴ
ス
マ
ン
は
、
神
学
者
と
し
て
の
厳
し
い
宿
命
を
こ
の

頃
か
ら
意
識
さ
せ
ら
れ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
一
九
八
〇
年
頃
？)

、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
に
も
変
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
ド
イ
ツ

に
も
女
性
教
授
が
徐
々
に
登
場
す
る
。
有
難
い
こ
と
だ
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ゴ
ス
マ
ン
、
こ
の
「
早
く
生
ま
れ
過
ぎ
た
」
悲
劇
の

女
性
神
学
者
を
支
援
す
る
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
論
文
は
少
な
く
と
も
、
公
刊
と
い
う
日
の
目
を
み
る
こ
と
に
な（

４
）る

。

　

一
九
六
八
年
、
聖
心
女
子
大
学
の
教
授
に
昇
任
。 

当
初
はH

um
anities in English

と
い
う
国
際
セ
ク
シ
ョ
ン
所
属
で
、〈
世
界

文
学
〉
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
枠
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
教
場
で
の
言
語
は
英
語
で
あ
っ
た
。
韓
国
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
南

米
諸
国
と
多
彩
な
国
際
色
の
う
え
に
、
留
学
生
も
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
当
惑
と
緊
張
の
毎
日

が
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
自
叙
伝
に
は
、
留
学
生
た
ち
と
の
文
化
交
流
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
印
象
深
く
記
さ
れ
て
い
て
、
楽
し
み
で
も

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ゴ
ス
マ
ン
の
異
文
化
へ
の
関
心
も
、
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
画
期
的
な
著
書
『
日
本

キ
リ
ス
ト
教
史̶

宗
教
的
由
来
、
世
俗
的
未
来
？̶
』(R

eligiö se H
erkunft, profane Zukunft? D

as C
hristentum

 in Japan, 

M
ü nchen 1965 )　

を
世
に
送
っ
た
の
も
、
こ
の
時
機
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
者
の
協
力
を
得
、
キ
リ
シ
タ

ン
時
代
の
宣
教
者
た
ち
の
書
簡
類
を
読
み
解
い
た
力
作
で
あ
る
。
ご
本
人
に
は
、
日
本
語
文
献
を
参
照
し
て
い
な
い
と
い
う
後
ろ
め

た
さ
が
つ
き
ま
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
宣
教
者
の
書
簡
や
西
洋
の
研
究
者
に
よ
る
見
解
を
緻
密
に
網
羅
し
、
日
本
人
の
生
活
感
情

を
も
把
握
し
た
記
述
の
展
開
は
、
日
本
人
読
者
に
も
新
鮮
で
、
貴
重
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。 
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一
九
七
四
年
聖
心
女
子
大
で
は
、
こ
の
別
科
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
ゴ
ス
マ
ン
は
そ
の
後
、
哲
学
科
の
教
授
と
し
て
、
古
代
・
中

世
哲
学
や
キ
リ
ス
ト
教
学
を
担
当
。
こ
の
時
か
ら
講
義
や
ゼ
ミ
は
日
本
語
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
持
ち
前
の
語
学
の
才
能
と
努
力
で
学
生
た
ち
と
の
良
い
関
係
を
築
い
て
い
る
。
彼
女
の
手
に
余
る
日
本
語
表

現
の
問
題
は
、
ゴ
ス
マ
ン
流
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
哲
学
研
究
室
〈
五
人
組
〉
の
先
生
方
に
助
け
ら
れ
た
、
と
い
く
つ
も
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
感
謝
の
内
に
語
ら
れ
て
い（

５
）る

。

　

こ
の
時
期
、（
多
分
）
日
本
語
に
苦
戦
し
な
が
ら
、
西
洋
哲
学
史
や
キ
リ
ス
ト
教
学
を
担
当
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
、
ゴ
ス
マ
ン
の

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
者
と
し
て
の
道
を
決
定
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
連
の
講
義
が
、〈
神
学
史
の
な
か
の
女
性
史
研
究
〉
を

続
け
る
決
定
的
契
機
と
な
り
、
彼
女
の
最
初
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
著
書
、『
キ
リ
ス
ト
教
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム（

６
）』（D

ie streitbaren 

Schw
estern. W

as w
ill die Fem

inistische Theologie? ” H
erder198 1

）
が
誕
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
哲
学
部
に
非
常
勤
の
教
授
職
を
得
る
。
当
時
の
哲
学
学
生
組
織
の
要
請
で
、
講
義
委
嘱
が
な
さ

れ
、
東
京
で
の
講
義
の
合
間
を
縫
っ
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
の
集
中
講
義
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
担
当
。
徐
々
に
学
位
請
求
試
験
を
も

担
当
し
て
ほ
し
い
と
い
う
学
生
の
要
望
が
高
ま
り
、
大
学
側
も
そ
れ
に
呼
応
す
る
。
ゴ
ス
マ
ン
も
、
母
国
語
で
の
講
義
や
ゼ
ミ
が
、

ど
れ
だ
け
〈
楽
で
あ
る
〉
か
、
告
白
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
側
か
ら
、
あ
る
前
提
条
件
が
付
け
ら
れ
る
。
聖
心
女

子
大
学
の
退
職
、
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
当
時
の
学
長
、
シ
ス
タ
ー
内
山
と
話
し
合
い
、
教
授
会
の
承
認
を
得
、
円
満
に
早
期
退
職

が
実
現
す
る
。
そ
の
後
も
、
名
誉
教
授
と
し
て
大
学
の
祝
祭
典
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
聖
心
の
学
生
、
同
僚
た
ち
と
の
親
密
な
交
流

が
続
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
い
証
が
、
ゴ
ス
マ
ン
の
65
歳
誕
生
日
に
上
梓
さ
れ
た
大
部
の
記
念
誌
『
時
代
と
大
陸
に
ま
た
が
る
神
学

Theologie zw
ischen Zeiten und K

ontinenten

』（(H
g. ) Theodor Schneider &

 H
elen Schü ngel -Straum

ann, H
erder 1993

）
に
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四
人
の
同
僚
が
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
受
容
を
記
述
し
た
彼
女
の
英
文
論
文
が
、
か
つ
て
の

教
え
子
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。
水
野
賀
弥
乃
訳
「
ガ
ラ
シ
ャ
細
川
玉
の
実
像
と
虚
像
」（
岡
野
治
子
編
『
女
と
男

の
時
空　

中
世
』
藤
原
書
店2000

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
座
か
ら
の
貴
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
五
年
以
来
、
日
本
と
ド
イ
ツ
を
振
り
子
の
よ
う
に
往
復
す
る
こ
と
が
、
ゴ
ス
マ
ン
の
日
常
で
あ
っ
た
。
自
叙
伝
に
よ
れ
ば
、

教
授
資
格
を
獲
得
し
た
一
九
七
七
年
か
ら
、
ゴ
ス
マ
ン
は
な
ん
と
三
十
七
回
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
大
学
の
教
授
ポ
ス
ト
に
応
募
し
て
い

る
。
日
本
で
の
生
活
と
そ
の
環
境
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
ゴ
ス
マ
ン
で
あ
る
が
、
神
学
者
と
し
て
母
国
で
活
動
す
る
夢
を
捨
て
き
れ
な

か
っ
た
の
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
応
募
の
試
み
は
す
べ
て
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

自
叙
伝
に
は
、
各
大
学
の
人
事
委
員
長
か
ら
の
報
告
文
書
が
多
々
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
、
興
味
を
惹
か
れ
る
。
選
考
結
果
の
素

っ
気
な
い
通
知
で
あ
っ
た
り
、
ゴ
ス
マ
ン
の
学
問
の
質
が
高
す
ぎ
る
の
で
、
当
該
学
部
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
奇
妙
な
理
由
付
け

を
し
た
も
の
か
ら
、
外
国
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
、
と
い
う
指
摘
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
付
け
が
興
味
深
い
。
当

時
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
大
学
、
そ
れ
も
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
が
一
貫
し
て
男
性
中
心
主
義
に
拘
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
、
非
聖
職
者
が
神
学
部
教
授
と
し
て
活
躍
す
る
時
代
が
始
ま
っ
て
は
い
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
部
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ゴ
ス
マ
ン
と
似
た
よ
う
な
宿
命
を
担
う
エ
リ
ー
ザ
ベ
ー
ト
・
シ
ュ
ス
ラ
ー=

フ
ィ
オ
レ
ン
ツ
ア
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
神
学
部
で
教
授
職
を
得
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
成
立
の
過
程
を
女
性
の
視
点
で
問
い
直
し
た
『
彼
女
を
記
念
し
て
』（
山
口
里

子
訳　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
一
九
九
〇
年
）
と
い
う
画
期
的
著
書
に
よ
り
、
一
躍
名
を
馳
せ
た
。
こ
の
二
人
の
ド
イ
ツ
人
女
性

神
学
者
（
偶
然
な
が
ら
エ
リ
ー
ザ
ベ
ー
ト
の
名
前
も
共
通
）
は
、
友
情
を
育
み
な
が
ら
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
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後
進
の
牽
引
役
を
担
っ
て
き
た
。
同
時
に
こ
の
二
人
の
生
き
方
は
、
当
時
の
狭
量
な
男
性
中
心
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
環
境
を
暗

示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
「
救
い
」
を
感
じ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
精
神
と
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ス
マ
ン
の

卓
越
し
た
学
術
業
績
を
評
価
す
る
神
学
者
、
神
学
部
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
に
グ
ラ
ー
ツ
大
学
、
一
九
九
四

年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
、
二
〇
〇
三
年
バ
ン
ベ
ル
ク
大
学
と
ル
ツ
ェ
ル
ン
大
学
、
そ
し
て
二
〇
一
七
年
に
ゴ
ス
マ
ン
の
生
ま
れ
故

郷
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
大
学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
名
誉
博
士
号
を
こ
れ
ほ
ど
多
方
面
か
ら
授
与
さ
れ

た
神
学
者
は
稀
で
あ
ろ
う
。
男
性
の
名
誉
の
た
め
に
一
言
補
足
し
た
い
が
、
こ
の
栄
誉
授
与
に
は
、
男
性
神
学
者
が
少
な
か
ら
ず
関

わ
っ
て
い
る
。

2　

日
本
人
が
抱
い
た
ゴ
ス
マ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

　

彼
女
に
出
会
っ
た
日
本
の
人
々
が
抱
い
た
印
象
を
い
く
つ
か
辿
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
を
通
し
て
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
妻
で

あ
り
、
母
で
あ
り
、
神
学
者
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
、
部
分
的
に
で
は
あ
っ
て
も
再
現
し
て
み
よ
う
。
二
〇
世
紀
後
半
の
日

本
に
お
け
る
異
文
化
受
容
と
女
性
観
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る

２
・
１　

あ
る
学
部
長
の
ゴ
ス
マ
ン
理
解

　

一
九
六
〇
年
四
月
、
大
学
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ぼ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
我
々
新
入
生
に
、
学
部
長
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
教
員
と
し
て

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ゴ
ス
マ
ン
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
紹
介
の
辞
を
私
は
生
涯
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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「
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ゴ
ス
マ
ン
夫
人
が
皆
さ
ん
の
ド
イ
ツ
語
授
業
を
担
当
し
ま
す
。
神
学
博
士
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
文
学
に
造
詣
の

深
い
素
晴
ら
し
い
学
者
で
す
。
彼
女
は
卵
の
割
り
方
を
知
ら
ず
、
台
所
仕
事
は
苦
手
な
よ
う
で
す
が
、
そ
の
教
養
の
深
さ
に
は
誰
も

が
感
嘆
し
て
い
ま
す
！
」
家
事
一
般
に
は
長
け
て
い
な
い
が
、
学
問
に
は
す
ぐ
れ
て
い
る
、
と
強
調
す
る
こ
と
で
、
こ
の
善
良
な
学

部
長
は
、
ゴ
ス
マ
ン
の
卓
越
し
た
資
質
を
褒
め
た
た
え
た
の
で
あ
る
。

　

ナ
イ
ー
ブ
な
我
々
新
米
学
生
は
、
こ
の
優
れ
た
先
生
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
学
べ
る
こ
と
で
、
感
激
半
分
、
畏
怖
半
分
と
緊
張
し
た
。

実
際
、
語
学
の
授
業
が
始
ま
っ
て
驚
い
た
も
の
だ
。
温
か
く
て
、
我
慢
強
い
。
頼
り
な
い
我
々
学
生
一
人
ひ
と
り
の
良
い
と
こ
ろ
を

何
と
か
見
つ
け
て
は
、
褒
め
て
く
れ
る
。
筆
者
に
は
、
な
ん
と
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
よ
う
、
勧
め
て
く
れ
た
。
ま
だ

ド
イ
ツ
語
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
さ
え
発
音
で
き
な
い
筆
者
に
、
グ
リ
ム
の
「
星
の
銀
貨
（Sterntaler

）」
を
暗
唱
す
る
よ
う
、
指
導
し
、

コ
ン
テ
ス
ト
直
前
に
は
、
お
辞
儀
の
仕
方
ま
で
指
南
し
て
く
れ
た
も
の
だ
。
楽
し
い
学
び
の
思
い
出
で
あ
る
。

　

そ
の
翌
年
、
ゴ
ス
マ
ン
は
、
教
授
資
格
請
求
論
文
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
へ
帰
国
。
残
念
な
別
れ
で
あ
っ
た
。
名
残
惜
し

く
て
、
ほ
ぼ
ド
イ
ツ
語
ク
ラ
ス
全
員
が
横
浜
港
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
。
一
九
八
三
年
に
、
ゴ
ス
マ
ン
が
研
究
会
を
主
宰
す
る
こ
と

で
、
偶
然
あ
る
ド
イ
ツ
の
友
人
を
介
し
て
、
ゴ
ス
マ
ン
に
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
横
浜
港
で
見
送
っ
て
か
ら
、
二
十
年
余
り
後

の
こ
と
で
あ
る
。
友
人
に
ゴ
ス
マ
ン
を
紹
介
さ
れ
た
私
は
、「『
星
の
銀
貨
』
を
教
え
て
い
た
だ
い
たJ

大
卒
業
生
で
す
！
」
と
自
己

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
彼
女
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
。

　
「
そ
れ
は
、m

isogyn! 

典
型
的
女
性
敵
視
の
表
現
で
す
！
」
と
は
、
ゴ
ス
マ
ン
の
怒
り
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
我
々
新
入
生
に
ゴ
ス

マ
ン
を
優
秀
な
学
者
と
し
て
紹
介
し
た
あ
の
学
部
長
の
文
言
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
伝
え
た
時
の
彼
女
の
反
応
で
あ
る
。
彼
女
が
、

如
何
に
大
学
の
同
僚
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
た
か
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
彼
女
の
怒
り
と
そ
の
理
由
を
聞
い
て
愕
然
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と
し
た
。
家
事
な
ど
女
性
役
割
に
お
け
る
無
能
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
で
、
特
定
の
女
性
の
優
れ
た
資
質
を
際
立
た
せ
る
レ
ト
リ

ッ
ク
だ
と
い
う
。
当
時
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
は
縁
遠
か
っ
た
自
身
の
不
覚
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
初
め
てm

isogyn

、
即
ち
当
該
の

女
性
を
褒
め
な
が
ら
、
そ
の
実
、
女
性
全
体
を
貶
め
る
概
念
で
あ
る
、
と
学
ん
だ
。
遅
ま
き
な
が
ら
、
日
本
語
表
現
に
は
、

m
isogyn

な
言
い
回
し
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。「
女
と
は
思
え
な
い
論
理
力
」「
女
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な

い
ほ
ど
の
行
動
力
や
決
断
力
」
等
々
。
た
と
え
ば
折
々
に
婚
姻
の
席
で
、
花
嫁
側
の
上
司
が
祝
辞
に
こ
う
し
た
表
現
を
使
用
し
て
い

た
の
を
思
い
出
す
。
語
り
手
に
は
全
く
悪
意
は
な
い
が
、
一
人
の
女
性
の
長
所
を
特
化
す
る
こ
と
で
、
背
後
に
含
意
さ
れ
る
女
性
一

般
の
劣
等
性
を
前
提
と
し
て
い
る
。
意
識
の
深
層
に
沈
殿
す
る
性
差
別
的
常
套
句
の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
無
論
こ
う
し
た
常
套
句

を
用
い
る
の
は
男
性
だ
け
で
は
な
い
。
女
性
も
多
く
は
こ
れ
を
内
面
化
し
て
い
る
。
一
九
八
三
年
に
ゴ
ス
マ
ン
と
再
会
す
る
や
否
や
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
の
奥
深
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。

２
・
２　

日
本
の
神
学
者
に
お
け
る
ゴ
ス
マ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

　

欧
米
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
で
知
ら
れ
る
優
れ
た
神
学
者
が
そ
の
著
書
『
新
約
聖
書
の
女
性
観
』（
岩
波

書
店
一
九
八
八
年
）
の
序
文
に
ゴ
ス
マ
ン
と
の
出
会
い
を
短
く
紹
介
し
て
い
る
。
著
者
は
、
大
学
院
時
代
に
ド
イ
ツ
語
会
話
の
先
生

で
あ
る
ゴ
ス
マ
ン
の
夫
君
に
し
ば
し
ば
自
宅
に
招
か
れ
、
そ
こ
で
ゴ
ス
マ
ン
夫
人
に
も
出
会
っ
て
い
る
。
彼
女
は
す
で
に
神
学
の
学

位
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
言
及
は
な
く
、「『
女
性
解
放
』
と
い
う
言
葉
も
彼
女
か
ら
一
回
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」、

と
述
懐
し
て
い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
深
い
理
解
を
示
す
こ
の
神
学
者
に
あ
っ
て
も
、
当
時
は
ド
イ
ツ
語
教
員
の
奥
様
と
い
う
レ
ヴ

ェ
ル
以
上
の
理
解
を
持
て
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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一
九
八
四
年
、
ゴ
ス
マ
ン
の
最
初
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
著
書
『
キ
リ
ス
ト
教
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム（

７
）』

が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
直
後
、
独
自
の
聖
書
解
釈
で
名
を
馳
せ
た
（
後
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
自
認
す
る
）
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
の

書
評
が
、
よ
く
読
ま
れ
る
某
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
驚
愕
の
内
容
で
あ
っ
た
。
日
本
語
も
で
き
な
い
帝
国
主
義
の
白
人
女
性
宣
教

師
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
他
の
教
父
お
よ
び
ス
コ
ラ
神
学
の
思
想
を
恣
意
的
に
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
誤
り
だ
ら
け
の
書
は
、

「
全
く
読
む
価
値
が
な
い
！
」
と
切
り
捨
て
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
白
人
で
女
性
と
い
う
指
摘
だ
け
は
正
し
い
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

世
界
を
お
分
か
り
で
な
い
、
的
外
れ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
学
で
は
す
べ
て
日
本
語
で
講
義
し
て
い
る
ゴ
ス
マ
ン
に
対
し
て
、

日
本
語
能
力
不
可
と
い
う
指
摘
は
、
不
正
確
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
女
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
す
る
限
り
、
日
本
語
の
知
識
は
必
要
条
件

で
は
な
い
。
ゴ
ス
マ
ン
は
、
こ
の
論
拠
に
乏
し
い
批
判
の
前
に
、
驚
き
と
哀
し
み
で
茫
然
自
失
に
陥
っ
て
い
た
。
反
論
や
補
足
説
明

の
余
地
を
許
さ
な
い
情
緒
的
書
評
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
訳
者
の
一
人
と
し
て
の
責
任
と
義
憤
か
ら
、
彼
女
の
願
い
を
こ
め
て
、
同

誌
で
の
反
論
を
試
み
た
。
彼
女
が
、
帝
国
主
義
的
宣
教
師
で
な
い
こ
と
、
人
格
攻
撃
と
も
と
れ
る
書
評
が
、
著
者
を
深
く
傷
つ
け
て

い
る
こ
と
を
述
べ
、
ゴ
ス
マ
ン
の
専
門
が
中
世
哲
学
・
神
学
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
神
学
史
の
批
判
的
問
い
直
し
と
い
う
著
者
の

論
旨
の
ど
こ
に
誤
り
が
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
教
示
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
要
請
で
締
め
く
く
っ
た
。
果
た
し
て
、
翌
週
の
当
該

誌
に
氏
の
反
・
反
論
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
学
術
的
議
論
へ
の
意
図
が
認
め
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
反
論
を
投
書
し
た
筆
者
へ

の
感
情
的
敵
意
に
終
始
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
や
り
と
り
は
不
毛
と
判
断
し
、
ゴ
ス
マ
ン
も
納
得
の
う
え

で
、
こ
の
問
題
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
圏
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
日
本
で
も
女
性
に
よ
る
神
学
上
、
も
し
く
は
哲
学

上
の
発
言
は
、
稀
有
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
男
性
神
学
者
に
は
一
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
え
て
こ
の
よ
う
な

（
誰
に
と
っ
て
も
）
負
の
記
憶
の
報
告
を
記
し
た
筆
者
の
意
図
は
、
ゴ
ス
マ
ン
を
通
し
て
、
当
時
の
神
学
界
の
女
性
観
を
一
部
で
は
あ
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れ
、
記
録
し
て
お
き
た
い
こ
と
に
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
書
は
ド
イ
ツ
で
は
、「
一
方
的
に
男
性
を
敵
に
回
す
の
で
な
く
、
学
術
的
な
裏
付
け
に
徹
し
て
い
る
。
問
題
の

解
決
に
向
け
て
、
必
要
な
条
件
と
前
提
を
冷
静
に
、
希
望
を
も
っ
て
呈
示
し
て
い
る
」
と
、
好
意
的
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。

３　

ゴ
ス
マ
ン
の
学
術
的
功
績

　

五
つ
の
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
ゴ
ス
マ
ン
の
功
績
を
紹
介
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
と
り
あ
え
ず
ゴ
ス
マ
ン
の

業
績
全
体
を
概
観
し
、
可
視
的
に
な
る
の
は
、
彼
女
は
以
下
の
三
領
域
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
神
学

史
の
な
か
の
女
性
研
究
、
第
二
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
、
第
三
に
宗
教
間
対
話
で
あ
る
。

３
・
１　

神
学
史
の
な
か
の
女
性
研
究

　

一
九
四
七
年
、
大
学
に
入
学
し
て
間
も
な
い
頃
、
ゴ
ス
マ
ン
は
、
ビ
ン
ゲ
ン
の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
書
を
偶
然
に
手
に
し
た
と
い
う
。

そ
れ
が
男
女
両
性
を
視
野
に
入
れ
た
人
間
学
に
関
心
を
持
つ
契
機
と
い
う
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
前
に
、
ゴ
ス
マ
ン
は
エ
バ
が

ア
ダ
ム
か
ら
派
生
し
た
存
在
と
い
う
伝
承
を
否
定
し
て
い（

８
）た

。
そ
の
論
拠
の
一
つ
は
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
主
張
に
あ
る
。
彼
女
は
そ

れ
ま
で
誘
惑
者
、
原
罪
の
元
凶
と
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
エ
バ
が
、
ア
ダ
ム
の
場
合
よ
り
よ
り
洗
練
さ
れ
た
質
量
、
す
な
わ
ち
人
間
の

身
体
か
ら
造
ら
れ
た
た
め
に
神
の
傑
作
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
子
を
養
育
し
た
り
絹
織
物
製
造
の
た
め
に
必
要
な
「
器
用
な
手
」
と

い
う
特
権
が
与
え
ら
れ
た
、
と
考
え
て
い（

９
）る

。
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最
も
画
期
的
な
の
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
一
連
の
『
哲
学
史
・
神
学
史
の
な
か
の
女
性
史
研
究
史
料
集

）
10
（

』（A
rchiv fü philoso-

phie - und theologiegeschichtliche Frauenforschung, B
d.1 -7 , IU

D
IC
IU
M
 1984 -1998 )

を
刊
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
史
料

集
に
お
い
て
、
過
去
数
世
紀
に
遡
り
、
女
性
の
た
め
の
教
養
と
学
問
の
場
を
か
ち
取
ろ
う
と
闘
い
続
け
た
意
識
の
高
い
女
性
や
男
性

た
ち
に
つ
い
て
の
研
究
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
思
想
家
の
主
張
を
肉
付
け
し
て
い
る
ゴ
ス
マ
ン
の
序
文
が
見
事
で
あ
る
。

３
・
２　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学

　

ド
イ
ツ
語
圏
で
活
躍
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
お
よ
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
者
た
ち
が
一
九
九
一
年
に
刊
行
し
た

『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
事
典

）
11
（

』
の
編
集
者
の
一
人
と
な
っ
た
の
が
ゴ
ス
マ
ン
で
あ
る
。「
合
衆
国
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
は
別
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
事
象
と
問
題
を
提
示
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
事
典
を
造
ろ
う
」
と
い
う
エ
リ
ー
ザ
ベ
ー
ト
・
モ
ル
ト
マ
ン-

ヴ
ェ
ン
デ
ル
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
契
機
と
な
り
、
三
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
（
Ｅ
・
ゴ
ス
マ
ン
、
Ｈ
・
ピ
サ
レ
ク-

フ
ー
デ
リ
ス
ト
、
Ｈ
・
シ
ュ
ン
ゲ
ル

―
シ
ュ
ト
ラ
ウ
マ
ン
）、
三
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
（
Ｅ
・
モ
ル
ト
マ
ン-

ヴ
ェ
ン
デ
ル
、
Ｌ
・
シ
ョ
ッ
ト
ロ
フ
、
Ｉ
・
プ
レ
ト
リ

ウ
ス
）
が
集
う
こ
と
に
な
り
、
編
者
と
な
る
。
刊
行
ま
で
五
年
を
か
け
て
、
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
中
核

の
概
念
お
よ
び
神
学
の
周
辺
の
諸
概
念
（
全
体
性
、
経
験
、
相
互
性
、
男
性
中
心
主
義
な
ど
）
を
八
十
項
目
に
集
約
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

執
筆
者
を
探
し
た
。
結
果
的
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
者
の
絆
を
強
め
、
情
報
交
換
の
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
当
然

な
が
ら
、
種
々
の
宗
教
を
組
み
込
ん
だ
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
事
典
の
誕
生
と
な
っ
た
。
世
界
宗
教
に
お
け
る
女
性
と
い
う
項
目
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
異
文
化
の
人
々
の
注
意
を
も
喚
起
す
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
教
、
仏
教
、
儒
教
、
イ
ス
ラ
ム
の
女
性
の
位
置
づ
け

を
扱
っ
て
い
る
。「
エ
バ
」、「
人
間
論
」、「
マ
リ
ア
論
」、「
霊
性
」
な
ど
の
項
目
執
筆
の
ほ
か
、
こ
の
事
典
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な



28

性
格
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
付
随
す
る
必
然
で
は
あ
る
が
、
ゴ
ス
マ
ン
の
意
向
が
強
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

画
期
的
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
事
典
の
編
集
、
刊
行
作
業
と
同
じ
こ
ろ
、ESW

TR 

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
神
学
者
協
会
）
が
結
成
さ

れ
た
。
一
九
八
六
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
神
学
者
、
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
た
ち
の
主
導
の
下
、
こ
の
協
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。
女
性
神
学
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
動
機
で
あ
る
。
こ
の
年
の
第

一
回
会
議
に
は
、
八
〇
人
も
の
女
性
研
究
者
が
集
い
、
ゴ
ス
マ
ン
お
よ
び
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
カ
ー
リ
・
ビ
ョ
レ
セ
ン
（
オ
ス
ロ
）
が
記

念
講
演
者
と
し
て
招
待
さ
れ
た
。
ゴ
ス
マ
ン
の
記
念
講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
ス
コ
ラ
神
学
お
よ
び
ビ
ン
ゲ
ン
の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
に
お

け
る
神
の
似
像
性
と
そ
の
平
等
性
」
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
す
で
に
、
神
学
の
伝
統
的
解
釈
と
は
逆
に
、
男
女
の
似
像
性
は

平
等
で
あ
る
（
男
か
ら
女
が
派
生
し
た
の
で
は
な
い
）、
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
中
世
神
学
に
お
い
て
は
、
神
の

似
像
で
あ
る
第
二
の
意
義
、
即
ち
神
を
代
理
す
る
と
い
う
意
義
に
お
い
て
は
、
女
性
は
男
性
に
劣
る
存
在
と
さ
れ
て
き
た
。
一
三
世

紀
の
ス
コ
ラ
神
学
者
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
っ
て
中
世
の
女
性
観
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
「
神
が
す
べ
て
の
被
造
物
の
原
因
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
よ
う
に
、
男
性
は
女
性
の
原
因
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る

）
12
（

」。

３
・
３　

宗
教
間
対
話

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
地
球
上
す
べ
て
の
女
性
に
関
わ
る
問
題
を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
必
然
的
に
国
際
的
で
あ
り
学
際
的
な
視
野

を
持
つ
。
神
学
者
と
し
て
の
ゴ
ス
マ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
宗
教
と
の
対
話
と
し
て
種
々
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
上
述
し

た
よ
う
に
、
一
九
六
五
年
に
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史

）
13
（

』
を
著
し
た
あ
と
、
日
本
の
女
性
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
も
論
述
し
て
い
る
。

古
代
日
本
の
女
性
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
「A

m
 A
nfang w

ar die Frau die Sonne
…D

ie Frau im
 alten Japan

」（「
元
始
女
性
は
太
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陽
で
あ
っ
た
│
│
古
代
日
本
の
女

）
14
（性

）
ほ
か
、
一
九
九
八
年
の
日
本
宗
教
に
お
け
る
女
性
の
役
割
を
分
析
し
た
「Zur R

olle der Frau 

in den japanischen R
eligionen

」（「
日
本
の
宗
教
に
お
け
る
女
性
の
役
割

）
15
（

」）
が
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
特
有
の
現
象
、
キ
リ
ス
ト
教
が

禁
じ
ら
れ
た
後
も
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
り
秘
か
に
継
続
さ
れ
た
マ
リ
ア
崇
敬
に
も
焦
点
を
当
て
た
考
察
も
あ

）
16
（

る
。

　

筆
者
に
と
っ
て
も
思
い
出
深
い
の
は
、
恩
師
ト
ー
マ
ス
・
イ
モ
ー
ス
神
父
の
70
歳
の
記
念
論
文
集
に
ゴ
ス
マ
ン
と
共
同
執
筆
し
た

初
め
て
の
論
考
「
天
国
に
女
性
が
不
在
‐
東
西
の
エ
ス
カ
ト
ロ
ギ
ー
思
想
に
お
け
る
女
性
存
在
（H

im
m
el ohne Frauen. Zur Es-

chatologie des w
eiblichen M

enschseins in ö stlicher und w
estlicher R

eligion

）
）
17
（

」
で
あ
る
。
外
典
「
ト
ー
マ
ス
福
音
書
」
キ
リ

ス
ト
語
録
一
一
四
に
「
変
成
男
子
」
の
思
想
が
盛
ら
れ
て
い
る
。

　
「
シ
モ
ン
・
ペ
ト
ロ
が
彼
ら
に
言
っ
た
、『
マ
リ
ハ
ム
は
わ
た
し
た
ち
の
も
と
か
ら
去
っ
た
方
が
よ
い
。
女
た
ち
は
命
に
値
し

な
い
か
ら
で
あ
る
。』
イ
エ
ス
が
言
っ
た
、『
見
よ
、
私
は
彼
女
を
（
天
の
王
国
へ
）
導
く
で
あ
ろ
う
。
私
が
彼
女
を
男
性
に
す

る
た
め
に
、
彼
女
も
ま
た
、
あ
な
た
が
た
男
た
ち
に
似
る
活
け
る
霊
に
な
る
た
め
に
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の
女
た
ち
も
、
彼
女
ら

が
自
分
を
男
性
に
す
る
な
ら
ば
、
天
国
に
入
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。』」

　

こ
れ
は
「
法
華
経
」（
提
婆
達
多
品
）
に
登
場
す
る
竜
女
が
変
成
男
子
を
遂
げ
て
、
仏
に
な
っ
た
物
語
と
酷
似
し
て
い
る
。
と
も
に

卑
し
い
、
浅
学
菲
才
な
存
在
と
さ
れ
る
女
性
が
、
訝
し
む
男
弟
子
の
目
の
前
で
、
師
の
力
で
男
に
変
わ
っ
て
、
悟
り
を
開
く
。
こ
う

し
た
思
想
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
主
流
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
両
者
の
背
景
に
は
社
会
の
家
父
長
制
の
影
響
を
受
け
た
女
性
観
が
作

用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
来
は
象
徴
的
に
性
差
を
用
い
て
、
衆
生
の
苦
し
み
や
葛
藤
の
状
況
と
平
安
や
解
放
さ
れ
た
状
態
を
表

し
て
い
た
も
の
が
、
現
実
の
性
差
そ
の
も
の
の
優
劣
と
解
さ
れ
る
。
家
父
長
制
と
男
性
中
心
主
義
を
背
景
に
象
徴
言
語
と
現
実
言
語

の
混
同
が
お
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
精
神
性
を
男
性
性
、
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感
性
を
女
性
性
と
考
え
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
以
来
近
代
ま
で
、
仏
教
で
は
種
々
の
大
乗
経
典
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
象
徴
言
語
は
権
威
を
も
っ
て
、
ほ
ぼ
二
〇
世
紀
ま
で
男
性
観
、
女
性
観
を
規
定
し
て
き
た
。

４　

ゴ
ス
マ
ン
の
日
本
に
お
け
る
活
動

　

ゴ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、
上
述
し
た
よ
う
な
三
つ
の
領
域
は
、
時
間
の
経
緯
に
よ
っ
て
徐
々
に
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
最
初
か

ら
実
存
的
に
意
味
を
持
っ
た
複
合
的
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
彼
女
が
妻
、
母
、
神
学
者
の
い
ず
れ
の
役
割
を
犠

牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
己
実
現
を
目
指
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
ゴ
ス
マ
ン
は
二
人
の
娘
た
ち
を
愛
情
一
杯
に
育
て
な
が
ら
、

敢
え
て
女
性
を
排
除
す
る
神
学
領
域
へ
と
身
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。

４
・
１　

邦
訳
さ
れ
た
最
初
の
本

　

ゴ
ス
マ
ン
の
基
本
的
な
女
性
観
が
端
的
に
顕
れ
て
い
る
の
は
、
最
初
の
邦
訳
『
女
性　

そ
の
虚
像
と
実
像
』（D

as B
ild der Frau 

heute, D
ü sseldorf 1962

）
の
序
文
で
あ
る
。
自
立
的
女
性
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
彼
女
の
意
図
す
る
自
立
の
女
性
と
は
、
女

権
拡
張
論
者
で
は
な
い
、
と
明
言
す
る
。

　
「
宥
和
で
、
非
母
性
的
で
な
く
、
人
の
こ
と
ば
に
も
静
か
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
、
誤
っ
た
仕
方
で
他
に
従
属
は
し
な
く
て

も
、
快
く
他
と
共
存
す
る
す
べ
を
心
得
た
女
性
を
い
い
ま
す

）
18
（

」。
和
し
て
同
ぜ
ず
の
主
体
性
を
も
ち
、「
育
む
こ
と
」
を
好
み
、
能
動

的
で
も
受
容
的
で
も
あ
っ
て
よ
い
、
そ
し
て
他
者
と
の
関
係
性
を
愛
す
る
女
性
、
そ
う
し
た
女
性
観
を
俯
瞰
す
る
と
、
ゴ
ス
マ
ン
自
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身
の
生
き
方
と
重
な
る
。

４
・
２　

ド
イ
ツ
人
と
日
本
人
の
女
性
研
究
者
か
ら
成
る
研
究
会
の
結
成

　

一
九
八
三
年
、
ゴ
ス
マ
ン
の
主
導
で
、
ド
イ
ツ
人
・
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
研
究
会
が
結
成
さ
れ
た
。
神
学
、
哲
学
、
宗
教
学
、

日
本
学
、
ド
イ
ツ
文
学
、
女
性
学
、
歴
史
学
等
の
専
門
分
野
の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
共
通
言
語
は
ド
イ
ツ
語
と
日
本
語
で
、
種
々

の
領
域
を
横
断
す
る
学
際
的
で
、
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
研
究
会
で
あ
る
。
会
は
、
年
に
四
回
、
和
風
で
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
し
つ

ら
え
ら
れ
た
ゴ
ス
マ
ン
の
自
宅
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
都
度
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
講
演
を
し
た
。
そ
の
会
の
雰
囲
気
は
、
ゴ
ス
マ
ン
の

性
格
そ
の
ま
ま
に
、
き
わ
め
て
居
心
地
が
よ
く
、
質
の
高
い
講
演
と
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
相
互
の
関
係
性
も
親
密

で
あ
っ
た
。
ワ
イ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
、
ゴ
ス
マ
ン
の
手
作
り
の
ケ
ー
キ
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
な
ど
が
居
心
地
の
良
さ
を
際
立
た

せ
て
い
た
。

　

こ
の
会
の
魅
力
は
、
ゴ
ス
マ
ン
自
身
の
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
最
新
の
研
究
発
表
に
与
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
時
に

は
、
著
名
な
研
究
者
が
客
と
し
て
招
待
さ
れ
、
講
演
を
し
て
く
れ
た
。
エ
リ
ー
ザ
ベ
ー
ト
・
モ
ル
ト
マ
ン
‐
ヴ
ェ
ン
デ
ル
、
ヘ
レ

ン
・
シ
ュ
ン
ゲ
ル
‐
シ
ュ
ト
ラ
ウ
マ
ン
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ー
ト
・
シ
ュ
ス
ラ
ー
‐
フ
ィ
オ
レ
ン
ツ
ァ
、
イ
ー
ナ
・
プ
レ
ト
ー
リ
ウ
ス
、

ウ
ル
ズ
ラ
・
キ
ン
グ
等
の
講
演
を
至
近
距
離
で
親
し
く
聞
き
、
心
お
き
な
く
質
問
が
許
さ
れ
る
機
会
を
持
て
た
。
ゴ
ス
マ
ン
の
交
際

範
囲
の
広
さ
を
偲
ば
せ
る
名
士
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
研
究
会
を
拠
り
所
に
し
て
、
ゴ
ス
マ
ン
と
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
種
々
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
。
主
な
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
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４
・
３　
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
事
典
（W

ö rterbuch der Fem
inistischen T

heologie

）
）
19
（

』
の
翻
訳

　

一
九
九
四
年
、
翻
訳
に
取
り
掛
か
る
。
ゴ
ス
マ
ン
、
岡
野
の
二
人
に
加
え
、
荒
井
献
氏
も
共
同
監
修
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
神
学
に
造
詣
の
深
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
の
協
力
を
得
ら
れ
た
の
は
、
心
強
か
っ
た
。
二
一
人
の
翻
訳
協
力
者
を

確
保
す
る
。

　

神
学
事
典
の
翻
訳
・
監
修
は
困
難
を
極
め
た
。
す
べ
て
の
翻
訳
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
優
れ
た
専
門
家
で
あ
っ
た
が
、
多
く

の
場
合
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
馴
染
み
が
薄
く
、
文
化
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
違
い
も
あ
り
、
専
門
用
語
の
訳
語
を
定
め
る
の
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。
な
か
に
は
明
ら
か
な
誤
り
で
は
あ
っ
て
も
、
日
本
人
の
心
性
に
ぴ
っ
た
り
の
誤
訳
が
あ
っ
た
。
ド
ロ
テ
ー
・
ゼ
レ
の
担

当
項
目
の
一
節
に
、
産
婆
が
、
原
発
産
業
に
プ
ロ
テ
ス
ト
す
る
意
思
を
示
す
べ
く
、
原
子
力
発
電
所
の
電
流
の
通
っ
た
柵
に
、
い
の

ち
を
取
り
上
げ
る
産
婆
資
格
証
明
書
を
引
っ
か
け
た
、
と
書
か
れ
て
い
た
。
果
た
し
て
そ
の
個
所
の
訳
は
、
産
婆
は
、
反
対
の
あ
ま

り
、
資
格
証
明
書
と
共
に
、
原
子
力
発
電
所
の
柵
に
身
を
投
げ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
ス
マ
ン
の
本
音
は
、
こ
の
見
事
な

誤
訳
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ

）
20
（

る
。
も
っ
と
も
私
た
ち
は
原
本
に
忠
実
な
道
を
選
ん
だ
。
四
年
の
歳
月
を
要
し
た
翻

訳
の
監
修
に
は
多
く
の
苦
労
は
あ
っ
た
が
、
笑
い
と
楽
し
み
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
だ
。
課
題
で
あ
っ
た
本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る

が
、
日
本
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
う
概
念
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
が
多
い
と
い
う
事
実
に
鑑
み
て
、『
女
性
の
視
点
に
よ
る
キ

リ
ス
ト
教
神
学
事
典
』
と
い
う
案
に
、
出
版
社
も
含
め
て
全
員
が
同
意
し
た
。

４
・
４　

女
性
の
活
動
に
関
す
る
異
文
化
間
対
話
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

一
九
九
〇
年
、
東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
様
々
の
領
域
に
お
け
る
女
性
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
一
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
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演
会
が
主
宰
さ
れ
た
。
当
時
の
西
ド
イ
ツ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
が
呼
ば
れ
、
日
本
の
研
究
者
と
の
異
文
化
間
対
話
を
熱
く
展
開

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
日
本
・
ド
イ
ツ　

女
性
の
新
し
い
う
ね
り
』（
河
合
出
版
、
一
九
九
〇
年
）

に
成
果
が
結
晶
し
て
い
る
。

　

東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
「
日
独
―
芸
術
と
社
会
の
中
の
女
性
」
と
銘
打
っ
て
、
女
性
運
動
、
女
性
教
育
、
宗
教
と
女
性
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
音
楽
、
映
画
製
作
と
い
っ
た
諸
領
域
を
網
羅
し
た
一
大
イ
ヴ
ェ
ン
ト
と
な
っ
た
。
ゴ
ス
マ
ン
と
当
時
の
東
京

ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
氏
と
の
綿
密
な
準
備
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

４
・
５
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
イ
メ
ー
ジ
再
考

　

ガ
ラ
シ
ャ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
の
報
告
に
よ
り
、「
男
性
的
な
精
神
」
を
持
っ
た
女
性
ク
リ
ス
チ
ャ

）
21
（

ン
と
し
て
、
西
洋
で
は

早
く
か
ら
脚
光
を
浴
び
て
い
た
。
ガ
ラ
シ
ャ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
時
代
に
、
殉
教
者
に
も
匹
敵
す
る
強
い
信
仰
と
貞
操
を
保
っ
た

聖
な
る
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
、
崇
敬
の
的
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
宣
教
師
・
教
会
側
の
政
治
的
思
惑
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
世
俗
の
権
力
に
と
っ
て
も
魅
力
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
六
九
八
年
七
月
三
十
一
日
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

の
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ド
一
世
と
そ
の
家
族
の
前
で
、
オ
ペ
ラ
「
世
界
最
果
て
の
国
の
強
き
女
性
」
を
上
演
し
、
好
評
を
得
た
の
が
、
良

い
例
で
あ
る
。
こ
の
中
で
ガ
ラ
シ
ャ
は
、
揺
る
が
ぬ
信
仰
を
持
ち
、
貞
節
な
妻
で
あ
り
、
愛
情
深
い
母
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
女
の
死

後
、
暴
君
で
あ
っ
た
夫
の
忠
興
も
感
化
さ
れ
て
、
彼
女
の
賛
美
者
に
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が

高
く
評
価
し
た
美
徳
あ
る
女
性
の
モ
デ
ル
で
あ
っ

）
22
（

た
。
ゴ
ス
マ
ン
は
こ
う
し
た
美
化
・
聖
化
さ
れ
た
ガ
ラ
シ
ャ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
当

時
の
学
位
請
求
論
文
に
謳
い
あ
げ
ら
れ
た
理
想
の
女
性
観
そ
の
ま
ま
で
あ
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
『
女
大
学
』
な
ど
日
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本
近
世
に
輩
出
し
た
女
訓
書
を
思
わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　
　
「
女
性
た
ち
は
、
自
ら
身
に
つ
け
た
教
育
や
教
養
を
そ
の
子
孫
に
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
後
代
の
人
々
が

良
い
資
質
を
受
け
継
ぎ
、
家
族
の
諸
問
題
を
う
ま
く
捌
く
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
国
家
に
正
義
が
行
き
届
き
、
深
い
信
仰
を
も
っ
て

教
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
男
性
は
皆
、
母
を
通
し
て
、
人
と
な
り
を
身
に
着
け
る
か
ら
で
あ
る
。

（
…
…
）
本
書
は
、
博
学
な
教
養
と
謙
虚
さ
を
兼
備
し
た
才
能
豊
か
な
女
性
を
主
題
と
す
る
。
そ
う
し
た
女
性
は
「
孝
」
と
「
道
徳

心
」
の
見
本
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
す
な
わ
ち
両
親
に
恩
を
感
じ
、
夫
に
相
和
し
、
寡
婦
に
な
れ
ば
、
身
を
正
し
、
子
ど
も
に
は
気
持

ち
よ
く
接
し
、
友
人
に
は
義
務
を
負
い
、
困
窮
者
に
は
支
援
を
す
る
と
い
う
見
本
を
提
示
す
る

）
23
（

」。

　

こ
の
論
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
教
育
や
教
養
は
、
も
っ
ぱ
ら
良
妻
賢
母
に
な
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
教
育
が
自
己
目

的
化
し
た
り
、
社
会
還
元
と
い
う
目
的
に
向
か
う
と
き
、
そ
れ
は
女
性
の
徳
目
を
損
な
う
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
二
〇
世
紀
全
般

ま
で
、
当
然
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
殉
教
者
や
つ
よ
い
信
仰
を
全
う
し
た
女
性
は
、
宣
教
師
に
よ
っ
て
、「
女
の
体
に
迷
い
込
ん

だ
男
性
的
精
神

）
24
（

」
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
驚
く
ば
か
り
に
、
儒
教
に
基
づ
く
女
性
観
に
よ
く
似
て
い
る
。

　
　
　

散
り
ぬ
べ
き　

時
知
り
て
こ
そ　

世
の
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
も
花
な
れ　

人
も
人
な
れ

　

ガ
ラ
シ
ャ
の
辞
世
の
歌
で
あ
る
。
死
と
背
中
合
わ
せ
の
武
士
／
兵
士
が
桜
花
の
潔
く
散
る
様
に
吾
が
身
を
擬
え
て
き
た
こ
と
は
、

近
代
の
軍
歌
に
も
見
ら
れ
る
。
武
士
の
美
学
と
桜
が
結
び
つ
い
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い
明
治
期
で
あ
ろ
う
が
、
ガ
ラ
シ
ャ
が
死
に
及
ん

で
、
こ
う
詠
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
当
時
の
宣
教
師
の
文
化
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
ガ
ラ
シ
ャ
の
生
き
方
に
、「
男
の
精
神
」
を

感
得
し
た
と
い
う
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
。
細
川
元
首
相
が
、
辞
職
し
た
際
に
、
ガ
ラ
シ
ャ
の
こ
の
歌
を
引
用
し
た
の
は
、
よ
く
知
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ら
れ
て
い

）
25
（

る
。

５　

東
西
の
人
間
（
男
女
）
理
解
の
非
対
称
性　

‐
相
似
と
相
違
‐

　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
を
柱
と
し
て
、
ゴ
ス
マ
ン
自
身
と
我
々
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
学
際
的
な
宗
教
間
対
話
が
重
ね
ら
れ
、

多
く
の
気
づ
き
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
神
髄
は
、
抽
象
的
理
論
に
終
始
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
学
術
理
論
に
生

活
の
視
座
を
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
神
学
史
、
宗
教
史
、
聖
書
／
聖
典
の
解
釈
学
、
女
性
史
、
哲
学
を
通
し
て
、
我
々
は
日
常
生
活

の
内
に
ど
れ
だ
け
伝
統
的
で
、
男
性
中
心
的
な
考
え
方
が
根
を
下
ろ
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
無
意
識
に
男
性
の
み
な
ら
ず
、
女
性
も

当
然
視
し
、
内
面
化
し
て
き
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
政
治
・
経
済
・
社
会
と
い
っ
た
表
舞
台
は
、
歴
史
の
家
父
長
化
に
伴
い
、
も
っ

ぱ
ら
男
性
の
役
割
と
さ
れ
、
女
性
は
明
日
へ
の
活
力
を
提
供
し
、
次
世
代
を
育
成
す
る
家
庭
・
家
の
運
営
に
関
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
性

別
役
割
分
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
性
別
役
割
分
業
が
「
効
率
よ
く
」
機
能
し
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
文
化
圏
の
歴
史
で
は
、

長
い
こ
と
そ
れ
が
自
然
の
摂
理
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
中
で
形
成
さ
れ
た
定
型
句
が
規
範
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

５
・
１　

東
西
思
想
の
相
似

（
1
）　

象
徴
言
語
が
定
型
句
と
し
て
流
布
す
る
過
程
で
、
性
別
を
意
味
す
る
現
実
言
語
と
混
同
さ
れ
る
西
洋
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化

圏
）：
男
性
＝
精
神nous　

女
性
＝
感
性aisthesis

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
（
前
二
五
／
二
〇
〜
四
五
／
五
〇
頃
）
以
来
20
世
紀
ま
で
の
哲
学
史
に
支
配
的
人
間
観
。
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東
洋
（
儒
教
・
仏
教
・
神
道
文
化
圏
）：「
女
身
は
垢
穢
に
し
て
、
こ
れ
法
器
に
非
ず
。
云
何
ん
ぞ
能
く
、
無
上
菩
提
を
得
ん 

」

（『
法
華
経
』
一
二
「
提
婆
達
多
品
」）

「
精
神
」
や
「
法
器
」（
ブ
ッ
ダ
に
な
る
可
能
性
）
と
い
う
人
間
の
持
つ
至
高
の
価
値
を
、
性
別
で
表
現
し
た
宗
教
上
、
便
宜
上

の
言
葉
が
、
現
実
の
性
別
役
割
に
正
当
性
を
も
た
ら
し
た
。

（
2
）　

女
性
の
終
末
論
的
イ
メ
ー
ジ
：「
変
成
男
子
」

西
洋
：「
天
の
王
国
に
は
、
女
性
の
姿
が
な
い
」（
外
典
「
ト
ー
マ
ス
福
音
書
」
他

）
26
（

）

東
洋
：「
浄
土
に
は
女
性
が
い
な
い
」（『
法
華
経
』
一
二
「
提
婆
達
多
品
」）
他
）

家
父
長
社
会
、
男
尊
女
卑
の
慣
習
の
正
当
化
に
資
す
る
。

（
3
）　

女
性
の
教
養
は
、
家
政
に
役
立
つ
限
り
容
認

西
洋
：
女
性
の
教
養
は
、
よ
き
子
孫
育
成
に
用
い
る
べ
き
。
教
養
あ
る
女
性
が
遊
女
で
あ
る
と
の
疑
い
を
持
た
れ
な
い
た
め
に

は
、
夫
に
対
す
る
貞
節
と
従
順
が
要
請
さ
れ

）
27
（

た
。

東
洋
：
輩
出
す
る
「
女
訓
書
」
が
「
才
無
き
が
女
の
徳
」
を
喧
伝
す
る
寛
政
の
改
革
期
に
、
赤
蝦
夷
風
説
考
」
を
著
し
た
工
藤

平
助
の
娘
、
只
野
真
葛
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
五
）
が
こ
の
期
の
教
養
高
い
女
性
の
運
命
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
時
代
を

反
映
し
て
、
女
性
存
在
の
無
意
味
さ
と
無
力
さ
を
痛
感
し
た
真
葛
は
、
国
学
、
蘭
学
の
知
識
を
援
用
し
な
が
ら
、
女
性
性
を

抑
圧
し
て
い
る
儒
教
倫
理
を
批
判
し
、
政
治
と
経
済
に
新
し
い
展
望
を
開
い
た
。
著
書
『
独
考
』
に
結
晶
し
た
。
時
代
の
寵

児
で
あ
っ
た
滝
沢
馬
琴
の
目
に
留
ま
り
、「
そ
が
か
た
ち
こ
そ
を
う
な
な
れ
、
を
の
こ
だ
ま
し
あ
れ
ば
な
る
べ
し

）
28
（

」
と
絶
賛

す
る
。
真
葛
が
出
版
、
公
刊
の
可
能
性
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
彼
女
の
思
い
上
が
り
と
受
け
取
り
、
直
ち
に
「
独
考
」
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へ
の
反
論
書
を
書
き
、
彼
女
の
思
想
も
葬
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
、
彼
女
の
名
は
、
儒
教
倫
理
に
忠
実
に
生
き
抜
い
た
女
の
亀

鑑
と
し
て
、『
修
身
図
鑑
』
に
残
さ
れ
る
の
み
で
あ

）
29
（

る
。
詩
、
和
歌
、
日
記
、
小
説
の
類
な
ら
兎
も
角
、
思
想
の
書
は
女
性

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
西
洋
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
い
て
も
、
女
性
と
思
想
・
哲
学
が
結
び
つ
く
、
と

理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
時
が
必
要
で
あ
っ
た
。
真
葛
は
、
青
鞜
以
前
、
前
近
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
先
駆
者
と
も
い
え
る
。

（
４
）
教
養
あ
る
女
性
の
著
書
に
必
須
な
の
は
謙
虚
さ
の
ト
ポ
ス

　

西
洋
で
は
、
ゴ
ス
マ
ン
の
女
性
史
研
究
に
よ
る
と
、
一
〇
〜
一
八
世
紀
の
間
、
教
養
あ
る
女
性
た
ち
が
、
決
ま
り
の
定
型
句

を
用
い
る
こ
と
で
、
女
性
の
謙
譲
の
美
徳
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
が
、
分
か
っ
て
き
た
。
男
性
だ
け
の
思
想
界
に
、
女
性
た
ち

は
い
わ
ば
よ
そ
者
と
し
て
、
自
己
の
思
想
を
言
表
し
、
謙
譲
表
現
を
通
し
て
、
仲
間
入
り
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
謙
譲
表
現
で

始
ま
る
彼
女
た
ち
思
想
に
は
、
う
ち
に
秘
め
た
強
い
自
律
の
意
識
が
ほ
と
ば
し
る
。

西
洋
：
ビ
ン
ゲ
ン
の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
（
一
〇
九
八
〜
一
一
七
九
）
や
他
の
女
性
神
秘
主
義
者
は
お
し
な
べ
て
、
彼
女
た
ち
の
著

作
の
冒
頭
に
、
自
ら
を
哀
れ
な
女
性
、
女
の
浅
は
か
な
身
、
教
養
が
な
く
、
価
値
の
な
い
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
神
の
霊
的

力
に
触
れ
た
と
記
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
女
（
た
ち
）
は
、
自
ら
を
現
世
の
位
階
制
に
組
み
入
れ
な
い
工
夫
を
し
て
い

）
30
（

る
。

東
洋
：
典
型
は
、
前
項
で
言
及
し
た
只
野
真
葛
で
あ
る
。
そ
の
著
『
独
考
』
の
な
か
で
「
女
の
身
に
し
て
は
恥
お
も
ふ
べ
き
事

を
も
か
へ
り
み
ず
…
」
と
言
い
訳
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
女
性
が
男
性
社
会
の
自
分
の
場
を
持
つ
た
め
に
必
要
な
謙
虚
さ

の
ト
ポ
ス
で
あ
っ
た
。
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５
・
２　

相
違
点
は
何
か
？

　

西
洋
と
日
本
の
経
済
の
仕
組
み
や
社
会
構
造
の
相
違
か
ら
生
じ
る
、
日
本
独
自
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
問
題
が
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
問
題
を
女
性
問
題
と
矮
小
化
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
す
ぐ
れ
て
男
性
の
問
題
で
あ
り
、
現
代
で
は
、

さ
ら
に
視
野
を
広
げ
てLG

B
T

やQ
ueer

の
存
在
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

⑴　

日
本
人
男
性
が
持
つ
犠
牲
感
情

　

キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
男
性
に
よ
る
女
性
の
抑
圧
と
解
放
を
最
重
要
課
題
と
し
て
き
た
。
神
学
の
歴
史
が
作

り
上
げ
て
き
た
男
と
女
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
、
男
尊
女
卑
の
正
当
化
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
こ
と
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学

の
発
見
で
あ
る
。
エ
バ
と
マ
リ
ア
の
対
比
、
教
会
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
、
そ
れ
に
婚
姻
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
（
2
コ
リ
11
：
2；

エ
フ
ェ

5:31

以
下
）
が
相
ま
っ
て
造
り
上
げ
た
男
女
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
現
実
の
男
女
の
関
係
性
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
作
用
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
＝
第
二
の
ア
ダ
ム
＝
花
婿
＝
神
的
パ
ー
ト
ナ
ー
＝
男
性
性

　

マ
リ
ア
＝
第
二
に
エ
バ
＝
花
嫁
＝
人
間
的
パ
ー
ト
ナ
ー
＝
女
性

）
31
（

性

　

他
方
、
日
本
で
は
男
尊
女
卑
の
観
念
は
根
強
か
っ
た
と
し
て
も
、
教
会
の
よ
う
な
権
威
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
で

は
、
外
を
男
性
、
内
を
女
性
の
テ
リ
ト
リ
ー
と
住
み
分
け
る
性
別
役
割
分
業
が
、
急
激
に
発
達
し
た
資
本
主
義
の
な
か
で
、
男
性
に

犠
牲
感
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
資
本
主
義
を
担
う
企
業
や
種
々
の
組
織
体
は
、
擬
似
家
族
の
構

造
を
持
っ
て
い
て
、
男
性
お
よ
び
そ
の
血
縁
家
族
を
構
成
員
と
す
る
。
そ
こ
で
は
情
緒
的
絆
が
支
配
的
で
、
労
働
者
の
権
利
、
雇
用

者
の
義
務
と
い
っ
た
意
識
が
薄
い
。
七
〇
年
代
の
経
済
奇
跡
の
時
代
を
担
っ
た
男
性
た
ち
は
企
業
戦
士
と
呼
ば
れ
た
。
自
分
が
属
す

る
国
家
、
社
会
、
組
織
に
対
し
、
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
感
情
を
、
少
な
か
ら
ず
の
男
性
が
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
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か
。
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
、
欧
米
の
よ
う
な
勢
い
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
問
う
ゴ
ス
マ
ン
へ
の
応
答
の
試
み
で
あ
る
。

⑵　

母
性
の
評
価
が
高
い
文
化
土
壌　

西
洋
に
お
い
て
、
男
と
女
の
関
係
を
規
定
し
た
主
体
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
っ
た
。
他

方
、
教

会
の
よ
う
な
超
世
俗
的
権
威
は
終
始
存
在
し
な
か
っ
た
日
本
で
は
、
男
性
中
心
の
力
学
で
形
成
さ
れ
た
「
家
」
が
そ
の
役
割
を
果
た

し
た
の
で
は
な
い
か
。
家
名
を
挙
げ
る
た
め
、
あ
る
い
は
「
家
」
存
続
の
た
め
、
と
称
し
て
、
近
世
以
降
の
「
家
」
は
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
日
本
人
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
の
規
範
を
律
す
る
、
い
わ
ば
聖
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
「
家
」
意
識
を
背
負
い

な
が
ら
、
今
日
ま
で
一
貫
し
て
母
性
が
賛
美
さ
れ
て
き
た
。
日
本
の
女
性
解
放
運
動
の
先
駆
者
の
平
塚
ら
い
て
う
に
よ
い
例
を
み
る
。

与
謝
野
晶
子
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
が
、
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
個
と
し
て
女
性
の
解
放
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
母
性
と
ど
う

調
和
さ
せ
る
か
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
、
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
米
国
の
心
理
学
者
は
、
日
本
の
出
生
率
の
低
さ
に
鑑
み
て
、
母
親

の
伝
統
的
理
想
像
が
余
り
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
て
い

）
32
（

る
。
こ
の
指
摘
の
正
否
は
と
も
か
く
、

日
本
の
女
性
解
放
問
題
に
、
母
性
を
ど
う
活
か
す
か
が
、
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

６　

日
本
の
現
代
の
問
題
に
対
峙
し
て

　

伝
統
的
性
別
役
割
は
、
相
変
わ
ら
ず
現
代
社
会
の
多
く
の
領
域
、
教
会
な
ど
種
々
の
共
同
体
、
諸
種
の
社
会
組
織
、
ま
た
福
祉
の

分
野
で
も
、
特
定
の
期
待
を
も
っ
て
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
離
婚
件
数
の
増
加
や
伝
統
的
家
族
形
態
の
変
化
を
嘆
く
あ
ま
り
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
元
凶
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
若
い
女
性
に
、
専
業
主
婦
願
望
が
多
い
、
と
メ
デ
ィ
ア
が
数
年
前
に
取
り
上
げ
た
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こ
と
が
あ
り
、
驚
い
た
。
男
女
の
平
等
、
教
育
・
就
業
の
機
会
均
等
の
観
念
が
当
然
視
さ
れ
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
傾

向
が
強
い
と
な
れ
ば
、
改
め
て
熟
考
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
差
、
年
齢
差
に
よ
り
、
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
観
の
再
生
産
、
つ
ま
り
自
分
の
母
親
を
生
き
方
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
高
い
自

己
意
識
を
持
ち
、
職
業
に
就
き
、
競
争
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
に
臆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
競
争
社
会
で
自
立

的
に
生
き
る
こ
と
へ
の
不
安
を
覚
え
る
経
験
の
少
な
い
若
い
女
性
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
は
、
ど
の
よ
う
に
希
望
あ
る
展
望
を
提

示
で
き
る
の
か
？
そ
し
て
家
庭
生
活
と
豊
か
な
関
係
性
の
あ
る
社
会
生
活
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
可
能
か
？
ゴ
ス
マ

ン
自
身
も
、
ま
た
多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
者
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
モ
デ
ル
と
な
っ
て
き
た
。
広
義
の

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想(

種
々
の
領
域
の
女
性
史)

は
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
な
か
っ
た
す
ぐ
れ
た
女
性
の
生
き
方
、
思
想
、
作

品
の
数
々
を
可
視
化
し
て
き
た
。
若
い
世
代
は
、
そ
れ
ら
の
モ
デ
ル
か
ら
何
か
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
れ
ば
よ
い
。

　

高
度
に
合
理
性
と
効
率
性
を
推
進
力
に
進
展
し
て
き
た
資
本
主
義
は
、
真
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
生
活
を
与
え
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
？

大
き
な
波
に
呑
み
込
ま
れ
、
自
律
の
判
断
力
、
責
任
、
自
由
の
意
味
を
実
感
す
る
契
機
が
な
い
ま
ま
、
流
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
資
本
主
義
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
・
倫
理
学
は
、
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
価
値
観
、
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
生
活
構
想
を

提
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
経
済
成
長
を
従
来
の
よ
う
に
狭
義
に
解
釈
せ
ず
、「
豊
か
さ
」
と
い
う
別
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
た
と
え

ば
長
い
視
野
で
捉
え
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
意
味
で
の
豊
か
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
。
そ
れ
に
は
単
純
に
「
経
済
成
長
は
良
い
」、

「
停
滞
は
悪
い
」
と
い
う
既
成
の
二
分
法
に
代
わ
る
、
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
思
想
が
紡
が
れ
る
と
よ
い
。
男
女
の
関
係
性
に
つ
い
て

も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
社
会
の
関
係
性
を
円
で
な
く
、
楕
円
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
。
定
点
が
二
つ(

男
と
女)

あ
る
こ
と

で
、
二
分
法
の
暴
力
を
回
避
し
、
社
会
の
他
者
を
も
平
等
に
包
摂
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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ゴ
ス
マ
ン
が
そ
の
生
涯
を
か
け
て
、
異
文
化
間
・
学
際
的
女
性
史
研
究
、
そ
し
て
数
多
く
の
対
話
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
努
力

し
た
こ
と
、
そ
れ
は
一
人
一
人
が
、
自
律
の
人
間
に
な
る
こ
と
、
孤
独
を
引
き
受
け
る
成
熟
し
た
人
間
に
な
る
こ
と
、
同
時
に
「
愛

し
、
愛
さ
れ
る
」
社
会
関
係
性
を
持
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
成
熟
し
た
人
間
が
構
成
す
る
成
熟
し
た
社
会
の
理
想
像
で
あ
る
。
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